
乳がんの診断後の年数

標準治療を行った方

標準治療を受け
なかった方

乳がんの患者さんで標準治療を行った方は、標準治療を受けなかった方に

比べて生存率が明らかに良かった、と報告されています。
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差がある

カナダでの乳がん患者
15,427 人の調査
(1980年~2006年)

Joseph K, et al. World J Surg Oncol, 2012
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P < 0.0001

標準治療を受けることが、再発を防ぐことにつながります。



 乳がんの患者さんのうち、9割の方が 浸潤がん で発見されます。

 浸潤がんの場合、すでに全身に CT検査などでは見えない転移（微小転移）が起きてい
る可能性があります。

 この微小転移を根絶させて、乳がんを完治（治癒）させるために 薬物療法（くすりの
治療）を行います。

 薬物療法（くすり）は 再発を防ぐ ために行う、乳がんの治療の中で最も大事な治療で
す。ガイドラインで推奨されている 標準治療 があります。
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再発 乳がん死

最重要！


